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1. はじめに 
 本研究では溶融 Li 金属浴を用い、ガラス固化体を不活性雰囲気中にて溶融し各成分を還元した後、Cs, Se
の蒸気圧の差と、溶融スラッジからの Zr, Pd と添加成分の選択的反応性を利用した選択的分離回収プロセ

スを検討している [1]。本発表では、特に Li 金属浴による模擬ガラス固化体の溶融条件と Cs の揮発分離回

収について紹介する。 
2. 実験方法 
2-1. 試料 

入手したホウケイ酸塩系模擬ガラスカレットについて、XRD による非晶質相の有無の確認及び結晶相の

同定と、SEM-EDS による微細構造の特徴付けを行った。 
2-2. 実験条件と評価 

Ar 雰囲気のグローブボックス内（酸素濃度≦1 ppm, 水分濃度≦10 ppm）にて市販のステンレスルツボを

用い、280–380 ℃に保持した溶融 Li 金属浴にて模擬ガラスカレットを溶解した。溶融物の保持温度と時間

を変化させ、Cs の揮発分離回収試験を行った。ステンレス

ルツボにシリカガラスチューブを被せて、Li 金属浴からの

揮発によりチューブ内壁に付着した Cs 成分を ICP-MS で評

価した。 
3. 結果及び考察 
入手した模擬ガラスカレットは X 線的非晶質相と(Ru, 

Rh)O2相から構成され、SEM-EDS によれば微視的には Ru, 
Rh 及び Pd 成分が偏在していることが認められた。 

Li 金属浴により≧280 ℃で模擬ガラスカレットは完全に

溶解し、融体とスラッジ状残渣及び少量の浮遊物となる。 
図 1 に Cs の蒸気圧（計算値）、Cs 回収率と Li 金属浴温度

の関係を示す。Cs 回収率の温度依存性は、Cs の蒸気圧に概

ね対応しており、温度の増加とともに増加する傾向にある。

現時点では 380–520 ℃ , 1 気圧での揮発実験で最大 75 
mass%の Cs 回収率が得られている。  

ガラスカレット試料の溶融・還元とともに、Li 金属浴の

表面に反応物と推定される浮遊物が生成するため、継続的

な揮発による Cs 回収率の向上（> 90 mass%目標値）や Se の揮発分離回収には、浮遊物除去のための Li 金
属浴の攪拌条件や減圧及び温度の影響を今後検討することが必要である。 
*Hiromichi Takebe1 and Ippei Amamoto1, 2  
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図 1 Cs 蒸気圧及び回収率と Li 金属浴の

温度との関係 


